
2024.2.21
項目 　　　　　　　ＹＳ大会 ＆エンジン機大会in 岐阜　開催案内　　　　　　　　　　　　

目　的 ・ 共通
☆ ラジコン飛行機の原点でありますエンジンに、愛好者同士が触れ合う機会を大切にしたいと思っております。

模型飛行機曲技飛行の原点であるエンジンの排気音と排気やトルク感を体感
その調整や工夫により飛行の力感や静粛性を示し使用者の拡大を推進する
各クラスとも入賞者が偏ることを防止するためのハンデを付定

・ スポーツマンクラス及びナービスクラス
初中級者のエンジン機での参画機会を確保
参加機のジャンルを拡大し娯楽性を重視

・ Ｆ３Ａクラス
エンジン機による曲技飛行への意欲と関心を高める

会　場 ・ ＧＭＨ飛行場（岐阜県羽島市）

日　程 ・ ９月８日（日）（予備日９月１５日（日））

参加費 ・ スポーツマンクラス・・・１，５００円   ナービスクラス・・・１，０００円
・ Ｆ３Ａクラス・・・３，０００円
☆ スポーツマンクラスとナービスクラスとF３Aクラスの複数エントリー可
☆ 更にスポーツマン及びナービスクラスは、機体サイズ・時代評価・ジャンルが異なれば参加数制限無し

参加資格 ・ F3Aクラス・・・YSエンジンを使用のこと。
・ スポーツマン及びナービスクラス・・・エンジン（メーカー制限無し）機であること。

注：但し騒音が低く上空でも静粛性を確保出来る機体であること。

表　彰 ・ 各クラスとも１位から３位までを表彰、副賞はメダル　　
F3Aクラス（ＹＳ大会）素点優勝者には、クリスタルトロフィー
その他抽選で協賛品有

申　込 ・ 大会の１週間前までに、

①氏名②連絡先③参加クラス④飛行機名⑤エンジン名⑥サイズ（D:2m C:1.8m B:1.6m A:1.4m S:1.2m）

⑦無人航空機の登録記号（JU番号）注：2022/6/20以降の登録機体で参加の場合に限る

をＧＭＨ事務局まで報告

注1：⑧時代評価及び他ジャンルに該当する機体はその区分クラス名を報告

注2：複数エントリーの場合は参加クラス別に飛行機名及びサイズ等③～⑧を報告

注2：ＹＳ大会及びエンジン機大会の初参加者は⑨住所⑩JPN又はRCKナンバー⑪DIPSのログインID、

⑫飛行経歴（西暦○○○○年以降）を報告

メール、FAX、郵送により申込のこと。(事務局SMS宛も可）

メールアドレスは、ytgrcf@yahoo.co.jp

連絡先：GMH事務局 高橋佳裕 TEL(SMS):090-8325-2049 FAX:058-215-7025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒501-1165 岐阜県岐阜市西改田宮西３５

注意事項 ・ 騒音が低く上空でも静粛性を確保出来る機体であること
・ 飛行は対岸に接近しないため前方２５０ｍ以内とする
・ エンジンchには必ずフェールセーフ機能を設定する
・ 送受信機アンテナの指向性を十分考慮した搭載及び使用がなされていること
・ 送受信機、サーボ等の機能及びバッテリーの状態を飛行前に必ず確認すること
・ 競技者が引き起こした全ての事故に対しては、競技者がその全責任を負うものとする
・ 無人航空機の登録記号（JUナンバー）を機体に表示すること

開催可否 ・ 飛行会開催日が雨天又は暴風予報の場合は1週間後の予備日とし、いずれか天候の良い日に実行する。
・ １時間ごとの天気予報が公開される金曜日の午前中までに開催日を決定する

受　付 ・ 午前８時受付終了８時３０分から開始。会場堤防からの坂路鍵は午前７時００分に開錠する
・ 受付時に会費の徴収を行い飛行順を抽選する



申込状況 ・ GMHホームページの「ＹＳ大会 ＆エンジン機大会」（申込状況）に掲載（ＰＳ必要）
参考：検索ワード「GMH ラジコン」

その他 ・ 主催：GMH（岐阜模型飛行場ＲＣ曲技飛行会）
・ 協賛：山田産業 株式会社、つばさ工房 販売事業部

ハンデ ・ 別紙のとおり。

案内図

.



2024.2.21

ＹＳ大会ハンデ基準

☆ Ｆ3Aクラス
・ 操縦技術、年齢、機体サイズ、その他によるハンデ

（ ）内はＧＭＨ飛行場で開催のＹＳ大会(2021～2023)及びGMH主催飛行会(2022～2023）の

素点データを基に区分した基準点

その操縦区分は、過去の参加者はその実績で初参加者は主催者判断。

項　　　　　　　　　目 操縦区分 ハンデ

操 
縦 
技 
術

日本選手権出場シード経験者又は同等(460～） WSM：A -16%

日本選手権出場上位経験者又は同等(440～450） WSM：B -15%

日本選手権出場経験者又は同等(420～430） WSM：C -12%

ＡＪ出場経験者・ＪＲＡ検定SＭ取得者又は同等(400～410) SM：A -9%

ＡＪ出場経験者・ＪＲＡ検定SＭ取得者又は同等(380～390) SM：B -6%

ＪＲＡ検定Ｍ取得者又は同等(360～370) M -3%

ＪＲＡ検定PＭ取得者又は同等(350) PM 0%

ＪＲＡ検定EX取得者及び同等以下(～340) EX 2%

年
齢

A：６５才以上（350～370）

PM&M

2%

A：７０才以上（350～370） 4%

A：７５才以上（350～370） 6%

B：６５才以上（～340）

EX

3%

B：７０才以上（～340） 6%

B：７５才以上（～340） 10%

機
体
サ
イ
ズ

A：Ｂクラス（１６００スクエア以下）（360～）
M以上

3%

A：Ｃクラス（１８００スクエア）（360～） 0%

B：Ｂクラス（１６００スクエア以下）（～350）
PM以下

5%

B：Ｃクラス（１８００スクエア）（～350） 3%
各クラスアクロ機等曲技機以外 3%

他 その他（主催者判断有） ※%

・ 操縦区分
WSM・・・ワールドスーパーマスターズ SM・・・スーパーマスターズ M・・・マスターズ

PM・・・プレマスターズ ＥＸ：エキスパート

・ ハンデ付定方法

1 操縦区分はＹＳ大会(2021～2023)参加者及びGMH飛行会(2022～2023)参加者の

   素点フルサイズ平均（1桁は四捨五入）に基づきハンデ区分を決定。

 　初参加者は主催者がハンデ区分を決定。

2 年齢、機体サイズに基づくハンデは操縦技術に応じハンデを調整。

3 アクロ機等曲技機以外で参加の場合ハンデを付定。



2024.2.21
エンジン機大会ハンデ基準

☆ スポーツマン及びナービスクラス
・ 操縦技術、年齢、機体サイズによるハンデ

操縦技術はF3Aクラス実績により決定

（ ）内はＧＭＨ飛行場で開催のＹＳ大会(2021～2023)及びGMH主催飛行会(2022～2023）の

素点データを基に区分した基準点

その操縦区分は、過去の参加者はその実績で初参加者は主催者判断。

項　　　　　　　　　目 操縦区分 ハンデ

操 
縦 
技 
術

日本選手権出場シード経験者又は同等(460～） WSM：A -16%

日本選手権出場上位経験者又は同等(440～450） WSM：B -15%

日本選手権出場経験者又は同等(420～430） WSM：C -12%

ＡＪ出場経験者・ＪＲＡ検定SＭ取得者又は同等(400～410) SM：A -9%

ＡＪ出場経験者・ＪＲＡ検定SＭ取得者又は同等(380～390) SM：B -6%

ＪＲＡ検定Ｍ取得者又は同等(360～370) M -3%

ＪＲＡ検定PＭ取得者又は同等(350) PM 0%

ＪＲＡ検定EX取得者及び同等以下(～340) EX 2%

年
齢

A：６５才以上（350～370）

PM&M

2%

A：７０才以上（350～370） 4%

A：７５才以上（350～370） 6%

B：６５才以上（～340）

EX

3%

B：７０才以上（～340） 6%

B：７５才以上（～340） 10%

機
体
サ
イ
ズ

A：Sクラス（１２００スクエア以下）（360～）

M以上

5%

A：Aクラス（１４００スクエア）（360～） 3%

A：Ｂクラス（１６００スクエア）基準（360～） 0%

A：Ｃクラス（１８００スクエア）（360～） -5%

A：Dクラス（制限無し）（360～） -8%

A：Sクラス（１２００スクエア以下）（～350）

PM以下

8%

A：Aクラス（１４００スクエア）（～350） 5%

A：Ｂクラス（１６００スクエア）基準（～350） 0%

A：Ｃクラス（１８００スクエア）（～350） -3%

A：Dクラス（制限無し）（～350） -5%

他 その他（主催者判断有） ※%

・ 機体：時代評価によるハンデ

OAクラス：西暦１９９０以前の機体及び動力 10%

OBクラス：以降西暦２０００以前の機体及び動力 5%

OCクラス：以降西暦２００５以前の機体及び動力 3%

ODクラス：西暦１９９０以前の機体（復刻版）又は動力（現行） 5%

OEクラス：以降西暦２０００以前の機体（復刻版）又は動力（現行） 3%

・ 機体：他ジャンル機体によるハンデ

SAクラス：スケールアクロ機（エキストラ等） 3%

SBクラス：スケールワーバード機（零戦等） 5%

SCクラス：スケール高翼機（パイパーカブ等）及び双発機及び個別 10%



・ 操縦区分
WSM・・・ワールドスーパーマスターズ SM・・・スーパーマスターズ M・・・マスターズ

PM・・・プレマスターズ ＥＸ：エキスパート

・ ハンデ付定方法

1 操縦区分はＹＳ大会(2021～2023)参加者及びGMH飛行会(2022～2023)参加者の

   F3Aクラス素点フルサイズ平均（1桁は四捨五入）に基づきハンデ区分を決定。

 　初参加者は主催者がハンデ区分を決定。

2 年齢、機体サイズに基づくハンデは操縦技術に応じハンデを調整。

3 昔の飛行機（復刻版も可）についてはその年代に応じハンデを付定。

４ アクロ機等曲技機以外で参加の場合ハンデを付定。

.


